
　前年度（2008年）の《アート竜巻フェスタ
＠IRUMA》では、入間市博物館館庭での〈風
車〉のインスタレーションと〈創作ダンス〉、〈バスカ
メラ〉の巡行、〈大田楽〉のデモンストレーションが
行われました。今回は、それらを含む県内各地で
の昨年の事業報告と共に、この入間を皮切りに
行われる今年度の事業《ＳＭＦアートのわっ!》の
告知をする「ＳＭＦアートキャラヴァンコーナー」を
博物館内に設置して、同時開催の「まなびピア埼
玉2009 in入間」の来場者にアピールすることが
できました。入間市博物館では2009年７月に〈バ
スカメラ〉の三友周太さんや県立近代美術館の
学芸員を招いて子どもたちのためのワークショッ
プが開かれており、アートの縁は次 と々つながっ
ています。
　今回の〈創作ダンス〉と〈大田楽〉は、「まなびピ
ア」のメイン会場である隣接の東野高等学校で
行われ、市内外からの多くの来場者を楽しませま
した。クリストファー・アレグザンダーが設計した東
野高等学校は約65,000㎡の広大な敷地に、木造
の大講堂や体育館、回廊でつながる２階建ての
教室群の白と黒の漆喰の壁が池に映え、2,000
本以上の木々が校舎を取り囲み、「東野村」を形
作っています。西洋のような、いやかつての日本
のような不思議な懐かしさをかもし出すこれらの
美しい建物は、そこに人が動くことで初めて息づ
くようです。日本の伝統芸能をふまえた〈大田
楽〉、さまざまな文化を吸い込んだ現代の〈創作
ダンス〉、この対照的な身体の動きが東野の建築
とコラボレートすることは前年度からの夢だった
のです。　　
　　　　　　　　　　　　　　
大田楽ワークショップ

　〈大田楽〉とは、中世の幻の芸能である田楽を
故野村万之丞（1959‒2004）がさまざまな考証を

ＳＭＦアートの縁結び　＠ＩＲＵＭＡ

大田楽＆創作ダンスユニット「転々」ワークショップ

創作ダンスユニット「転々」ワーク
ショップ

　2009年11月1日の少し肌寒さを感じる秋晴れ
の早朝、豊かな緑と美しい校舎をもつ東野高等
学校を舞台に、ダンスユニット「転々」による〈創作
ダンス〉のパフォーマンスの撮影が行われました。
日常の空間を瞬時に異次元空間にしてしまう
「転々」のダンサーたち、ゆれる水面、鳥のさえず
り、子どもの声、まさに一期一会のアートシーンを、
映画『マリオネット』（古波津陽監督。2008年作
品）の撮影で東野高等学校の魅力を知り尽くし
ている辻健司さんが映像として記録しました。
　校内にある池の辺りでは水面にダンスを映しな
がらの「川の中」という作品を、芝生では風や光
を感じながら演じる「柔らかな光」と「今日の風」
を、回廊では柱を巧みに利用して演じる「石塔の
なく時期」を、また中世のヨーロッパを想わせる多
目的ホールでは「英雄」「変身（カフカ原作）」とい
うストイックな作品を、ヨーロッパの路地に紛れ込

 2008年はフランスの作曲家ピエール・シェフェー
ル（1910‒1995）が世界で初めてのミュージックコ
ンクレート（具体音楽）を作って60年目の節目とな
る年でした。そして2010年は彼の生誕100年にあ
たる年でもあります。そんな狭間の2009年11月8
日、美術館としてはめずらしい〈音モンタージュ
ワークショップ〉が、一般の参加者と学生ボラン
ティアによって実施されました。ミュージックコンク
レートの制作手法に倣い、日用的な物品などから
物音をマイクで録音し、それらをコンピュータに
よって切り貼りする手法で音楽を作り出す体験プ
ログラムなのですが、音楽に関する専門的な技
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音モンタージュワークショップ
2009年11月8日　埼玉県立近代美術館 ３階講座室

んだようなスペースではユーモアあふれる日々 の
営みを描いた「小象の行進」という作品を、それ
ぞれ上演しました。
　後に記録フィルムを見てみると、東野高等学校
の美しい緑と特殊な建造物から発せられるメッ
セージがダンスから放出されるメッセージと絡み
合い、融合し、さらに撮影者の目による抽出が加
えられて、明確なメッセージ性を持つダンス映像
になっていました。今回の企画によって、上演の
「場」を開拓していくことや映像と関わることの重
要性に気づかせていただきました。
　撮影後には、「転々」メンバーによるワーク
ショップ「野外ダンスパフォーマンスを楽しもう！」
が行われました。参加してくださった方々は、楽し
い小品を瞬く間にマスターした後、おのおのが校
内を探索して表現に適した場所を見つけ、照れ
ることなく野外ダンスパフォーマンスを楽しまれて
いました。
　　　　   　　　  （藤井香／SMF運営委員）

術や知識がなくても、誰もが音楽を作る楽しさを
実感できるものになっています。
 私たちの日常にあふれかえる物音を注意深く聴
取して、その音に自らが「音楽的である」という意
味合いを与えるときに、その物音は「音楽的なも
の」へと生まれ変わります。その体験は、「音楽で
あるもの」と「音楽ではないもの」とを無意識に区
別してしまっている私たちの既成の価値観を根
本から見直し、新たな表現や創造に向かう感性
の大きな拡張につながるといえるでしょう。
            　　　  （柴山拓郎／SMF運営委員）
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経て現代に甦らせた楽劇です。風のように現れ、
風のように去っていく田楽法師たちにいざなわれ
ての、しばしの中世への旅。太鼓、笛、ささら、
チャッパという簡素な楽器が生み出す驚くべき躍
動感に、日本人はかつてもっと解放され、自由だっ
たのではないだろうかという思いをめ
ぐらすひと時です。色鮮やかな衣裳に
はあらためて、われわれの文化が朝鮮
半島の向こうから絹の道を経巡ってき
たものが綾なしているのを知ります。しか
し、この芸能〈大田楽〉はあくまでも創作な
のです。綿密に作りこまれた構成ゆえに、ど
のような場所で演じられても違和感はありません。
　池にかかる太鼓橋にならんだ老若男女50名
余りの田楽法師。そして、その後をついていく
人々は300人を超えていました。　　　　　　　
　　　　　　　  （山尾聖子／SMF運営委員）
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